








































Attaining a Satisfactory Outcome for Prolonged Ventricular Fibrillation by Using
PCPS , IABP , and Therapeutic Hypothermia. A Case Report.
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（卒倒から 41 分後、来院から 23 分後）PCPS
を開始した。その後、200J にて除細動施行し
たところ、15:44 洞調律に復帰した。血液検査

















Sun®;Medivance 社 ,USA）を用いて、24 時




し、第 6 病日 IABP を抜去した。第 11 病日、
呼吸状態良好につき抜管した。第 12 病日には
自力経口摂取可能となり、一般病棟へ退出し





























く、2010 年度の AHA ガイドライン６）におい
ても推奨度は Class Ⅱ b であった。また、

























2008 年 10 月から 2012 年 3 月末までに行わ
れた、坂本らの調査９）によると、393 例（PCPS
群 234 例、非 PCPS 群 159 例）がプロトコー





















例でも、蘇生後約 4 時間後に 34℃に到達し、
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